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児童生徒の具体的な行動に関する

「行動の記録」

積極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として行う

道徳科の「学習状況及び道徳性に係る成長の記録」

道徳的価値の

理解

自己の（人間としての）

生き方についての

考え（思考）

道徳性

道徳的な判断力、
心情、

実践意欲と態度

＝

道徳科の学習活動を支える要素 道徳教育・道徳科で育てる資質・能力

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）

道徳性を養うために行う道徳科における学習

学習を通して

を基に

道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、
物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、
自己の（人間としての）生き方についての考えを深める学習

観点別評価や他の児童生徒との比較ではなく、個人内評価として見取ったことを記
述により表現する評価。個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえ、道
徳科の学習を通じて、多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値を自
分自身との関わりの中で深めようとしているかどうかに注目する。

各教科、道徳、外国語活動、総
合的な学習の時間、特別活動や
その他学校生活全体にわたって
認められる児童生徒の具体的な
行動について記載する。

基盤となる

図１－１ 小・中学校における道徳教育と資質・能力（イメージ）（案）

※ 本図は道徳性の育成に関わる学習（活動）に着目して整理したものであり、この他にも、道徳性が養われる過程には
様々な整理の仕方があると考えられる。（例えば、実践を通して道徳性が養われることもある。）

「学びに向かう力、人間性等」に係る個人内評価
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（H28.7.29初等中等教育局長通知）

道徳性の育成は、「学びに向かう力・人間性」に深く関わる。「学びに向かう力・人間性」に
は、各教科等における観点別評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれない部
分がある。こうした部分については、個人内評価（個人の良い点や可能性、進歩の状況
について評価する）を通じて見取る。
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学校生活全体において
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各教科等の目標に基づく固有の指導

平 成 ２ ８ 年 ８ 月 １ ６ 日

考える道徳への転換に向けたWG

資料３

（H28.8.1「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）」教育課程企画特別部会）
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＝

道徳教育で育てる資質・能力

基盤となる

各教科等の目標に基づく
人間としての在り方生き方に関する学習

（高校総則解説p１８)

道徳的価値の理解を基とした

自分自身に固有の

選択基準・
判断基準

一人一人の

人間としての
在り方生き方に
ついての考え

図１－２ 高等学校における道徳教育と資質・能力（イメージ）（案）
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※ 本図は道徳性の育成に関わる学習（活動）に着目して整理したものであり、この他にも、道徳性が養われる過程には
様々な整理の仕方があると考えられる。（例えば、実践を通して道徳性が養われることもある。）
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「学びに向かう力、人間性等」に係る個人内評価

道徳性の育成は、「学びに向かう力・人間性」に深く関わる。
「学びに向かう力・人間性」には、各教科等における観点別評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれない部分
がある。こうした部分については、個人内評価（個人の良い点や可能性、進歩の状況について評価する）を通じて見取る。

（H28.8.1「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）」教育課程企画特別部会）

（注）公民科の公共（仮）、倫理（仮）においては、選択や判断の基準の手掛かりとなる概念的な枠組みの理解等は観点
別評価の対象となるが、道徳的諸価値の理解を基にした生徒一人一人に固有の選択基準・判断基準そのものや、
一人一人の人間としての在り方生き方についての考えそのものを評価することはしない。

各教科等の目標に基づく固有の指導

公民科（公共（仮）、倫理（仮））、特別活動
中核的指導場面として重視（解説p19）

自立した人間として
他者と共によりよく生きる

実践（行為・表現など）



３道徳教育・道徳科で育てる資質・能力

道徳的諸価値の理解と
自分自身に固有の

選択基準・判断基準の形成

生徒一人一人の

人間としての在り方生き方に
ついての考え（思考）

人間としてよりよく生きようとする

道徳性

高
等
学
校

○ 道徳的諸価値の理解に基づき、
自分自身に固有の選択基準・判断
基準を形成すること

など

○ 物事を広い視野から多面的・多角的に
考え、自分自身の人間としての在り方生
き方についての考えを深めること

など

○人間としての在り方生き方を考え、主体的な
判断の下に行動し、自立した人間として他
者とともによりよく生きるための基盤と
なる道徳性

・道徳的価値が大切なことなどを理解し、様々な状況
下において人間としてどのように対処することが
望まれるか判断する能力（道徳的判断力）

・人間としてのよりよい生き方や善を指向する感
情（道徳的心情）

・道徳的価値を実現しようとする意志の働き、行
為への身構え（道徳的実践意欲と態度） など

小
学
校
、
中
学
校

○ 道徳的諸価値の意義及びその大切さ
などを理解すること

・人間としてよりよく生きる上で道徳的価値は
大切なことであるということ

・道徳的価値は大切であっても実現することが
できないという人間の弱さ

・道徳的価値を実現したり、実現できなかった
りする場合の感じ方、考え方は多様である
ということを前提とした理解

など

○ 自己を見つめ、物事を多面的・多角的に
考え、自己の生き方についての考えを深
めること

・ 道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として
受け止める

・ 他者の多様な考え方や感じ方に触れることで、自
分の特徴などを知り、伸ばしたい自己を深く見つめ
る

・ 生き方の課題を考え、それを自己（人間として）の
生き方として実現しようとする思いや願いを深める

など

○自己の（人間としての)生き方を考え、主体的
な判断の下に行動し、自立した人間として
他者とともによりよく生きるための基盤
となる道徳性

・道徳的価値が大切なことなどを理解し、様々な状況
下において人間としてどのように対処することが
望まれるか判断する能力（道徳的判断力）

・人間としてのよりよい生き方や善を指向する感
情（道徳的心情）

・道徳的価値を実現しようとする意志の働き、行
為への身構え（道徳的実践意欲と態度） など

道徳性を養うための学習を支える要素

図２ 道徳性を養う学習と、道徳教育で育てる資質・能力のイメージ（案）
道徳教育で育成する資質・能力としての道徳性と、道徳教育・道徳科の学習の過程との関係をイメージしたもの。

道徳教育、道徳科の意義、特質から、これらの要素を分節して評価を行うことはなじまない。



４

学習指導要領上の記述 趣旨（学習指導要領解説より）

高等学校 人間としての在り方生き方についての
考えを深める

・生きる主体としての自己を確立し、自らの人生観・世界観ない
し価値観を形成し、主体性をもって生きたいという意欲を高め
る（高等学校学習指導要領解説 総則編ｐ１８）

中学校 人間としての生き方についての
考えを深める

・人生の意味をどこに求め、いかによりよく生きるかという人間
としての生き方を主体的に模索する
・人間についての深い理解を鏡として行為の主体としての自己を
深く見つめる
（中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編ｐ１６－１７）

小学校 自己の生き方についての
考えを深める

・道徳的価値に関わる事象を自分自身の問題として受け止められ
るようにする
・他者との関わりや身近な集団の中で自分の特徴などを知り、伸
ばしたい自己について深く見つめる
・これからの生き方の課題を考え、それを自己の生き方として表
現していこうとする思いや願いを深める
（小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編ｐ１８）

参考 「人間としての在り方生き方」について


